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10年に一度の担当が回ってきました
関東甲信越静地区印刷協議会＜夏の年次大会＞
～～今年は、横浜で開催！ぜひご参加ください～～

日本商工会議所発信
小規模事業者持続化補助金
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江 森 克 治

いざ、「印刷道」を共に歩まん！

　年度の変わり目で皆様お忙しくされていること
と存じますが、平素は協議会事業にご理解ご協力
をいただき心より感謝申し上げます。
　昨年 10 月に全日本印刷工業組合連合会より、
２度目の業界成長戦略ビジョンとなる『印刷道〜
ソリューション・プロバイダーへの深化〜』が発
刊されました。印刷組合としては、組合員企業の
皆様がそれぞれのビジョンを構築する上で、極め
て重要な書物であると考え、全組合員への配布を
いたしました。印刷関連産業全般に渉る視野で制
作された書物ですので、印刷組合に限らず、印産
協加盟各団体におかれましても、ぜひお目に触れ
る機会をおつくりいただけると良いと思うのです
が、この本は、全国で活躍されている現役の企業
経営者の皆さんを委員に迎え、未来の印刷や印刷
関連産業のあるべき姿について徹底的に調査・議
論し、各委員がそれぞれの担当を持ち、自ら執筆
したものです。業界ビジョンなどの場合、シンク
タンクに丸投げというのが一般的な中で、このよ
うに現場で実際に活用されているノウハウを集約
し、同業者の仲間の生の声に触れることのできる
書物は大変貴重で、他の業界には見られないもの
です。ぜひ一度ならず、二度三度と読み返してい
ただき、各社のビジョン策定にお役立ていただけ
れば幸いです。
　スマートフォンを含む携帯電話の契約件数はす
でに１億２千万台に迫る勢いで、ほぼ「１人１
台」が実現しています。紙と通信という違いはあ
りますが、どちらも「情報伝達の道具」と考えれ
ば、情報伝達の選択肢が増えれば増えるほど、相
対的な印刷物のシェアが縮小するのはむしろ自然

の成り行きです。しかしそれは印刷産業が衰退す
ることを意味してはいません。モノとしての印刷
物が世の中から少しずつ姿を消して行くことで、
かえって私たちが社会の役に立つために、本当に
やらなければならないことが鮮明になってきてい
るのです。印刷物を製造するだけの仕事から一歩
踏み出すことで未来が見えてきます。しかしその
一歩をどの方向に踏み出すかは、それぞれの会社
によって異なります。その新たな一歩の方向性を
是非『印刷道』で確かめてください。
　そしてもう一つ『印刷道』が提言する重要な要
素、それは「経営者の志」です。全国にはすでに
鮮やかに業態変革を成し遂げ成長を続けている印
刷会社、印刷関連会社がたくさんあります。それ
らの企業を調べてみると、そこには必ず経営者の
高い志と、困難に負けない不屈の闘志を垣間みる
ことができます。リーダーが暗い顔をして下を向
いていては未来が開けるはずもありません。困難
な時代だからこそ、常に変革の最前線に立ち、社
員に勇気を与え続けるのは経営者自身でなければ
なりません。自社の知識や技術を用いた新しい価
値づくりに挑戦し、正しい経営で次の時代を切り
拓いて行くことこそが、「印刷道」が提唱するビ
ジョンなのです。
　日本に近代印刷が上陸してからおよそ 150 年。
大きな転換期に立っている私たちが、印刷産業、
印刷関連産業の次の 150 年のために、いま果た
すべき役割はたいへん大きいと感じています。神
奈川県印刷関連産業協議会参加各社がしっかり連
携し、夢と希望に満ちあふれた未来を共に創造し
てまいりましょう。

神奈川県印刷関連産業協議会理事
神奈川県印刷工業組合　副理事長
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平成 26 年新年賀詞交歓の集い

　平成 26 年 1 月15 日（水）午後 6 時より、ロー

ズホテル横浜において神奈川県印刷関連産業協議

会（印産協）主催の「新年賀詞交歓の集い」が開

催され、ご来賓の方 と々当県工組をはじめとする関

連 4 団体の会員及び関連業界から総勢 170 名が集

い、盛大に開催された。

　司会はフリーのアナウンサー秋庭智佐子氏の進

行により定刻にスタート、齋藤副会長の開会のこと

ばに続いて杉山会長が挨拶、「輸出立国日本が海

外生産にシフトし、貿易収支が赤字に陥っている

問題を取り上げたあと、（われわれ中小企業は日本

で踏ん張るしかないが、それにしても神奈川県で

仕事していくには高い壁がある。最低賃金は一位

の東京とほとんど変わらず、大阪に比べると最低賃

金、年収ともかなり高い。そうしたコストを抱えて

いる。やはり神奈川の仕事は神奈川の中で収めて

いかなければいけない。特に公的な仕事について

はそうあるべきだ。4 団体が協力して取り組んでい

きたい）」と強い姿勢を示した。

神奈川県印刷関連産業協議会
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New !

　ご来賓を代表して、神奈川県産業労働局産業・

エネルギー部長田代良一氏と神奈川県中小企業団

体中央会専務理事嶋田幸雄氏のお二人に祝辞をい

ただいた後、祝電披露が行なわれた。ここで 4 団

体の代表者と〔公財〕神奈川産業振興センター専

務理事小林崇様の手による鏡開きとなる。ハッピ

を纏った 5 人が司会者の「ヨイショ、ヨイショ、ヨ

イショ」の掛け声で木槌を酒樽に、めでたく樽が

開いたところで、小林崇氏の発声により乾杯、歓談

の輪が拡がる。

　しばらく歓談のあと、お年玉抽選会で会場を沸

かす。

　盛り上がったところで、再び 4 団体の長が登壇し

印産協の発展を祈願し仲締めは岡澤誠副会長の三

本締めで威勢良く締ったところでお開きとなる。
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　平成 26 年 4 月吉日

組　合　員　各　位

神奈川県印刷工業組合

理事長　杉山　昌行

第 57回通常総会の開催ご通知
　謹啓、陽春の候　貴社ますますご清栄のこととお慶び申し上げます

さて、当組合では定款第３８条に基づき、通常総会を下記により開催いたします。ご多忙中とは

存じますが、お繰り合わせのうえご出席下さいますようご通知申し上げます。

なお、総会終了後、官公庁や関連会社各位を交え懇親会を開催いたします。

敬具

記

１．日　時　　　平成２６年５月１６日 ( 金 )

　　　　　　　　　　　　　通常総会　　午後４時〜５時４５分

　　　　　　　　　　　　　懇 親 会　　午後６時〜８時   （５時より受付）

２．場　所　　　ロイヤルホールヨコハマ　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横浜市中区山下町９０番地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　０４５－６４１－１１２２

３．議　案　　　第１号議案　平成２５年度事業報告及び収支決算報告案の件

　　　　　　　　　　　　　　労働保険事務組合平成２５年度収支決算報告案の件

　　　　　　　　第２号議案　経費の賦課及びその徴収方法の件

　　　　　　　　第３号議案　平成２６年度事業計画案及び収支予算案の件

　　　　　　　　第４号議案　脱退組合員に対する出資金払い戻しに関する件

　　　　　　　　第５号議案　任期満了に伴う役員改選の件

　　　　　　　　第６号議案　その他の件

※ご欠席の場合は必ず後日郵送する返信葉書にて委任状をご提出下さるようお願い申し上げます。

　また、総会終了後、午後６時より、同所において関連業界の皆様を交えて、懇親会を催します

ので、ご出席者は返信葉書の該当個所に○印をつけ５月７日（水）までにお申込下さい。（申込

後の取り消しは出来ませんのでご注意下さい。）

懇　親　会　会　費　　１０，０００円

但し、各所属支部で半額負担いたしますので、残額５，０００円を各支部会計の方にお納め下さい。

　以　上
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関東甲信越静地区印刷協議会定例会を開催

　平成 26 年 3 月 7 日（金）ハイデルベルグ・ジャパン㈱本社６階の会議室にて平成 25 年度下期定例会

が開催され、当県工組より杉山理事長、能條・古木各委員長、山下・森泉常務理事・森島理事・萩原事務

局長が出席、関係 10 県工組より約 70 名が集い業界の現況と諸問題について熱い討議がなされた。

　今年度の主管である山梨県印刷工業組合依田専務理事の司会進行で定刻に全体会議が始まる。山梨県工

組山内副理事長の開会のことばに続いて、日暮地区協会長（千葉県工組）が挨拶、来賓紹介で全日本印刷

工業組合連合会会長島村博之氏・専務理事生井義三氏・産業戦略デザイン室副委員長江森克治氏が紹介さ

れ、次に情報交流セミナーで全工連会長島村氏が挨拶し、生井専務理事による全印工連の業界の現況報告

が行なわれ、続いて特別講演として、産業戦略デザイン室副委員長江森氏が「印刷道　ソリューション・

プロバイダーへの深化」しとて、印刷道　未来を創る６類型を説明した。　

　14 時 40 分より各分科会に別れ、熱心な討議が行なわれました。

　16 時 20 分より全員集合となり、山梨県工組の依田専務理事の司会進行で理事長会・分科会報告がな

された。引続き、第 62 回年次大会開催県神奈川県工組へ大会旗を伝達し、次期開催県神奈川県印刷工業

組合理事長杉山昌行氏が挨拶し、山梨県印刷工業組合副理事長武内裕重氏が閉会のことばで終了した。

　全体会議終了後、懇親会会場へ移動する。17 時 20 分からはじまった懇親会は山梨県工組の網倉常務

理事の司会で進行し、日暮地区協会長が開会挨拶、続いて、ハイデルベルグ・ジャパン株式会社・取締役

　カスタマーサポート本部本部長ヨルグ・バウアー様の発声で乾杯、祝宴にはいる。参加各県工組の役員

が和やかに懇談、親睦をはかり 18 時 50 分散会となった。

■経営革新・マーケティング委員会

1. 経営イノベーションの研究推進について

2. マーケット創造（新市場創造）の研究について

3.「平成 25 年度印刷業経営動向実態調査」の回収結

果について

■環境・労務委員会

1.「印刷業 2013 年の環境対策セミナー」の開催状況

について　　　　　　　　　　　　

2. 第 13 回印刷産業環境優良工場表彰の申請協力につ

いて

3. 日印産連「労働安全衛生協議会」の活動について                      

4. GP 認定工場の募集及びインターネットを活用した

ISO14001 取得支援事業の参加募集について

5. 平成 25 年度地域別最低賃金の改定について

■組織活性委員会

1. 各共済制度の加入状況について　

2. 生命共済制度の更新処理について

3. 医療共済制度の改正について

4. メールマガジンの配信状況について

5. 平成 26 年度地区毎の重点工組（候補）の選定につ

いて

6. 共済キャンペーンの推進状況について

■産業戦略デザイン室の報告事項

1. 全印工連フォーラム 2013 の開催結果

2.「印刷道〜ソリューション ･ プロバイダーへの深化」

の頒布状況　　　　　　　　 

3. 政策要望の取り纏め

■ＭＵＤ事業推進室の報告事項

1.「第７回ＭＵＤコンペティション」の結果について 

2. ＭＵＤセミナーの実施について

■ＣＳＲ推進専門委員会

1. ＣＳＲの普及・啓発の推進について

2. ＣＳＲ認定事業について

■官公需対策協議会

1. 県発注印刷用データの取り扱いとその２次利用に

関するアンケートの実施について

2. 印刷会社の “ 著作権 ” セミナー

3. 各工組の動きについて

～～～　分科会の主な討議事項　～～～
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神奈川印刷工業組合　理事長　杉山　昌行

7 月 4 日に横浜で開催！！

関東甲信越静地区印刷協議会　第 62 回年次大会

　拝啓　

　日頃は、組合運営にご理解とご協力を賜り誠にありがたく厚くお礼申し上げます。

　さて、当組合は、関東６県（茨城県・栃木県・群馬県・千葉県・埼玉県・神奈川県）、甲信越３県（山梨県・

長野県・新潟県）および静岡県を併せた 10 県の印刷工業組合で構成されている関東甲信越静地区印刷協

議会の一員ですが、毎年夏に開催されている年次大会は、各県が回り持ちで担当することになっています。

つまり、10 年に一度、年次大会の担当が神奈川県印刷工業組合に回ってくるわけです。

　実は、本年平成 26 年がその年にあたっており、この夏、第 62 回の関東甲信越静地区印刷協議会年次

大会を、神奈川県印刷工業組合が主管県となり、開催・運営を担当することになりました。

　そこで、下記の日程により、他９県の方々を、横浜の地にお迎えしたいと思います。

　主管県ともなりますと、少なくとも組合員の半数くらいは勢ぞろいしてお客様をお迎えいたしませんと、

失礼にあたりますし、最大の組合員を擁する神奈川県印刷工業組合の名誉にもかかわります。

　そこで、諸事多端に亘りご多用中のところ、誠に恐縮に存じますが、組合員各位におかれましては、今

からご予定いただき、是非お繰り合わせのうえご参加くださいますようお願い申し上げます。

敬具

記

　１．名　称　　　関東甲信越静地区印刷協議会　第６２回年次大会

　２．開催日　　　平成２６年７月４日（金）

　３．会　場　　　ローズホテル横浜　　ザ・グランドローズ・ボールルーム（２Ｆ） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横浜市中区山下町７７番地　

　　　　　　　　　電話０４５－６８１－３３１１

　４．スケジュール

　　　　　　　　　受付開始　　　　　１２時

　　　　　　　　　全体会議　　　　　１３：００〜１４：００

　　　　　　　　　理事長会・分科会　１４：１０〜１５：２０

　　　　　　　　　報告会（全体会議）１５：３０〜１６：００

　　　　　　　　　記念式典　　　　　１７：００〜１８：００

　　　　　　　　　懇親、交流会　　　１８：００〜２０：００

　５．参加者　　　関東６県甲信越３県静岡地区の印刷会社並びにその関連会社及び関連団体、主務官庁

　６．連絡先　　　詳細な内容等のお問い合わせは下記にお願いします。

　　　　　　　　　〒２２０－００１１　横浜市西区高島２－１０－２０

　　　　　　　　　神奈川県印刷工業組合　事務局

　　　　　　　　　ＴＥＬ　　０４５－４４１－４２２３

　　　　　　　　　ＦＡＸ　　０４５－４５３－２３８３

以上
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年次大会ご案内
第 62 回

2014年7月4日（金）・5日（土）会場：ローズホテル横浜

主催／関東甲信越静地区印刷協議会　　主管県／神奈川県印刷工業組合主催／関東甲信越静地区印刷協議会　　主管県／神奈川県印刷工業組合

古都鎌倉～戦国小田原～
現代国際都市横浜へようこそ
古都鎌倉～戦国小田原～
現代国際都市横浜へようこそ

ようこそ横浜へ

　伝統の力と創造性を求めて

ようこそ横浜へ

　伝統の力と創造性を求めて

ようこそ神奈川・横浜へ

会場：ローズホテル横浜
〒231-0023　横浜市中区山下町77
TEL. 045-681-3311　FAX. 045-681-8445
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 • 経営計画に基づいて実施する販路拡大等の取り組みに対し 50 万円を上限に補助金（補助率：２/ ３）
　が出ます
 • 計画の作成や販路拡大の実施の際、商工会議所の指導・助言を受けられます
 • 小規模事業者が対象です（従業員 5 名以下の事業者を優先的に採択）
事業の概要　※詳細は公募要領等でご確認ください。
◆補助対象者　小規模事業者者［商工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関する法律　　　

　　　　　　　　　　　　　（平成５年法律第５１号）第２条を準用］
◆対象となる事業
経営計画に基づき、商工会議所の支援を受けながら実施する販路拡大等のための事業

《対象となる取り組みの例》
(1) 広告宣伝→新たな顧客層の取り込みを狙い、チラシを作成・配布
(2) 集客力を高めるための店舗改装→幅広い年代層の集客を図るための店舗のユニバーサルデザイン化
(3) 商談会→展示会への出展・新たな販路を求め、国内外の展示会へ出展
(4) 商品パッケージや包装紙・ラッピングの変更→新たな市場を狙って商品パッケージのデザインを一新
◆補助対象経費
　機械装置等費、広報費、展示会等出展費、旅費、開発費、資料購入費、雑役務費、借料、　　　
　専門家謝金、専門家旅費、委託費、外注費
◆補助率・補助額
　・補助率　補助対象経費の 2/3 以内　　
　・補助額　上限 50 万円（雇用を増加させる取り組みは上限 100 万円）
◆手続きの期限等

小規模事業者持続化補助金

 卸売業・小売業 常時使用する従業員の数  ５人以下

 サービス業（宿泊業・娯楽業以外） 常時使用する従業員の数  ５人以下

 サービス業のうち宿泊業・娯楽業 常時使用する従業員の数 ２０人以下

 製造業その他 常時使用する従業員の数 ２０人以下

 

平成 25年度補正　小規模事業者持続化補助金　【第１次公募要領】
（募集期間）
受付開始：平成２６年２月２７日（木）
第１次受付締切：平成２６年３月２８日（金）［締切日１７時必着］
第２次受付締切：平成２６年５月２７日（火）［締切日１７時必着］

（ご注意）
◇商工会の管轄地域で事業を営んでいる小規模事業者については、別途、商工会が公表する公募要領をご覧ください
（日本商工会議所への申請書提出はできません）

◇本事業の申請に際しては、最寄りの商工会議所による確認が必要となります。提出の前に最寄りの商工会議所で所
定事項を記入した添付用紙を得た後、併せて上記提出先にご提出ください。

◇本公募要領は、日本商工会議所特設ホームページからダウンロードできます。
（URL）http://www.jizokukahojokin.info 【3 月 3 日午後開設】※第２次公募は、平成２６年７月初旬開始の予定です。
平成２６年２月日本商工会議所

（申請書提出先・問い合わせ先）
　日本商工会議所小規模事業者持続化補助金事務局
　〒１５１－００５１ 東京都渋谷区千駄ヶ谷３－１１－８
　電話番号０３－５４１３－７２２１
◇問い合わせの対応時間は、9:30 〜 12:00、13:00 〜 17:30（土日祝日除く）
　となります。
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　全日本印刷工業組合連合会より平成 25 年 11 月に「産業成長戦略提言 2010『ソリューション・プロ
バイダーへの進化』」の改訂版となる「『印刷道』〜ソリューション・プロバイダーへの深化〜」が発刊さ
れました。この冊子には、印刷業および印刷関連産業が進化し得る戦略方向性を典型的と考えられる６つ
の類型によって示したもの（ソリューション・プロバイダーの６類型）が収録されており、各社の強みを
活かした戦略を立てることが可能となっています。

　企業や生活者は情報伝達に常に最適なメディアを求め続けます。その姿勢は
今後更に高まることが予想されます。顧客が情報伝達の最適化を図るために、
印刷関連会社がどのような提案ができるのかといった機能を求めてくるはずで
す。このような顧客への要求に応えられるのが、印刷関連産業の新しいカタチ
となるソリューション・プロバイダーへの道です。ソリューション・プロバイ
ダー視点で、印刷を軸としたワンストップサービスを追求し、印刷関連会社各
社に合う業態を構築して、再成長を果たすための一助に本冊子を活用していた
だきたいと思います。会社に一冊というより、ぜひ従業員全員が座右の書とし
ていただけるようご検討ください。

◇冊 子 名：「『印刷道』〜ソリューション・プロバイダーへの深化〜」
◇サ イ ズ：Ａ４判
◇ページ数：152 ページ
◇内　　容：印刷産業予測 2020
　　　　　　印刷道〜ソリューション・プロバイダーへの深化〜
　　　　　　ソリューション・プロバイダーの６類型
　　　　　　研究報告（ステークホルダーダイアログ、100 年企業）
　　　　　　日本の成長戦略における印刷産業の位置付け
　　　　　　「オープン・スペース・テクノロジー（ＯＳＴ）を実施して」
◇価　　格　2,500 円（税込、送料別）
◇購入方法：下記購入申込書にご記入の上、神奈川県印刷工業組合宛にメールまたは FAX にてご送付ください。
　　　　　　Mail:kanagawapia@nifty.com　FAX:045-453-2383

「『印刷道』～ソリューション・プロバイダーへの深化～」購入申込書

「『印刷道』～ソリューション・プロバイダーへの深化～」のご紹介
神奈川県印刷工業組合

団 体 名  

ご 担 当 者  

送 付 先 

〒 

 

 

ＴＥＬ            ＦＡＸ              

購 入 部 数 部 
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　印刷業界の青年４団体（全国青年印刷人協
議会・全国印刷緑友会・日本青年会議所メ
ディア印刷部会・日本グラフィックサービ
ス工業会スペース 21）による合同イベント

「PrintNext2014」が名古屋市のウインクあい
ちで 2 月 15 日に開催されました。参加者は関
係者を含め 680 名と多くの方が来場し盛大に
執り行われました。
　今回の PrintNext2014 開催テーマは「常識
をぶち壊せ！」当事者の時代〜新たな価値観と
知識、判断力が、これからの Insatsu の未来を
創造するというもの。
　趣意は、多面的変化の時代に様々な変化と多
様化に対応するために必要なことは、今までの
常識を一掃する、当たり前のようにやってきた
ことを一度リセットし、新たな常識＝価値観と
知識、判断力でこれからの未来を創造する、装
置産業として同質の競争を繰り広げた今までの
ビジネスモデルが通用しなくなった現代でも世
の中で必要とされ今後も事業継続させなくては
ならない、全国から集まる志の高いリーダー達
が新たな時代を切り拓くチャレンジを当事者と
して参加し経済活動のエンジンとなって希望の
未来を創造し決意を持って持ち帰る、「今まで
の固定概念を一掃し、モノを作るのではなく、

全青協議員　江原　直樹

坂田　　博

PrintNext 2014 報告

皆で一緒にコト＝新たな未来を創造しよう」と
するものなど多様なものでありました。
　当日は、10 時からオープニング企画が開始
され冒頭では岸運営委員長の開催メッセージ

（前段で述べた趣意の説明）があり、続いて青
年４団体代表者、各運営委員のご紹介に続き基
調講演へと進められました。
　基調講演は、為末 大氏による「遊びに学ぶ、
夢中の力〜考え方で仕事が変わる、自分が変わ
る〜」を題目に自身の経験談を交えて講演を
いただきました。続いて米倉誠一郎氏は「個
から始まるパラダイムチェンジ（創発的破壊）
〜当事者とは誰か〜」について米倉誠一郎氏
+PrintNext2014 によるパネルディスカッショ
ンが行われました。パネルディスカッションで
は米倉氏をファシリテーターに、為末氏を含む
６人がパネラーを務め、為末氏を除くパネラー
には各ブロックから若手印刷人が選出され、当
事者として印刷業界の新たな方向性を模索しま
した。
　午後の式典では未来の印刷大賞授賞式が行わ
れました。
　「未来の印刷大賞」小中学生絵部門で高荻璃
里さん、小中学生作文部門で森川裕大君、芸術
学生コンペティションアートワーク部門で高橋
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はるかさんが最優秀賞を受賞、岸運営委員長か
ら表彰状が手渡されました。
授賞式の後、全国を６つのブロックに分け各ブ
ロックが企画した分科会に参加しました。

【分科会 1】「未来のために、今知れ！」・・・
未来のための考え方を学ぶ。

『中部（愛知）』・・「意思決定のからくりを探れ」
『近畿』・・「逆境での戦い方を知れ！」
『九州』・・「見えない企業価値を見いだせ！」
【分科会 2】「未来のために、今実践せよ！」・・・
未来のための手法を学ぶ。

『北海道』・・コンテンツホルダーフュージョン
せよ！北海道から日本・世界を盛り上げる

『中部（北陸）』・・「コラボレーションで巻き込め」
『関東』・・「いつの時代も、課題はコミュニケー
ション」
　運営関係者を除く参加者は各ブロックが企画
した分科会を前後半一つずつ選び選択した企画
に参加しました。
　すべての企画が終了した会場は懇親会会場に
変わり達成感を滲ませる運営関係者とイベント
参加者が入り混じり賑やかな雰囲気へと一変し
ました。
　懇親会挨拶には来賓として招待された島村博
之全印工連会長が紹介され代表として登壇、祝
辞を述べられました。
　また、今回運営に携わった全てのメンバーが
次々に登壇し岸委員長は委員会メンバーを紹
介、紹介された委員会の代表は挨拶の後、２年
間に及ぶ活動について感想を述べました。懇親
会参加者らは PrintNext2014 の成功と委員会

の労をねぎらい惜しみない拍手が贈られていま
した。
PrintNext2016 の開催の発表は未定。

　当日は大雪の影響で現地には昼近くに到着。
残念ながら午前の式典には参加できておりませ
ん。内容の一部は、緑友会（神奈川正和会）メ
ンバーより情報の提供をいただいております。

以上
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組
合
員
の
動
き

２月　４日	 環境委員会	 組合事務所
２月　５日	 印産協　総務委員会	 組合事務所
２月　６日	 互助事業委員会	 組合事務所
２月５～７日	 PAGE	2014	 サンシャインシティコンベンションセンター TOKYO
２月１３日	 常務理事会	 組合事務所　　　　　　　　　
２月１５日	 Print	Next	2014	 名古屋　ウインクあいち
２月１６日　　全青協第 27回全国協議会	 名古屋　ウインクあいち
２月１７日	 厚生年金基金全代議員会	 組合事務所
３月　６日	 総務・組織委員会	 組合事務所　
３月　６日	 ３月度神奈川印刷ニュース（№ 187号）編集会議	 組合事務所　　　　　　　　　
３月　７日	 25 年度下期関東甲信越静地区印刷協議会	 ハイデルベルグジャパン㈱本社
３月１３日	 三役会	 組合事務所
３月２０日　　理事会	 組合事務所
３月２４日	 年金基金理事会	 組合事務所
３月２６日	 「印刷道」による経営戦略セミナー	 組合事務所	 講師　江森副理事長

平成26年３月20日現在　210社

脱 退 川崎支部　　　　㈲セイユウ企画
小田原支部　　　湘南印刷㈱
横浜横須賀支部　板倉印刷紙工

横浜中央支部　小島秀子　７０歳　平成２６年３月２５日
　　　　　　　　　　　　　　　　（有）相互印刷社　社長令夫人

謹んでお悔やみ申し上げます。

代表者変更 川崎支部 　㈱ホクシン 石井　淳一

加 入 横浜北支部　　　㈲プラネット・ワークス　代表者　茂手木　雅也
　　　　　　　　　　　　　〒 230 － 0012　横浜市鶴見区下末吉 5 － 24 － 14
　　　　　　　　　　　　　TEL　０４５－５８２－８７１１
　　　　　　　　　　　　　Fax　 ０４５－５８２－８７１１

訃 報

住 所 変 更 横浜北支部 ㈲クロイワ 230-0051 横浜市鶴見区鶴見中央 4 － 31 － 7
　　　　　　　　　マイキャッスル鶴見中央 1F
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タテ 
（１）共働きよりも専業○○○のほうがよい。
（２）連絡をしても返事のないこと。「○○のつぶて」
（３）２０１０年、宮崎県で感染力の強い家畜伝染病「○○○○○○」

が発生拡大している。
（４）「沈黙は金・雄弁は○○」
（５）まずい⇔○○○。
（６）こうぞ・みつまた等は○○の原料です。
（７）郵便局の「○○○箱や局留め」を利用する。
（８）ヒーローの別称。
ヨコ 

（Ａ）すっきりしないものを残すこと。「○○○を残す」
（Ｂ）○○にもすがる思いでいる被害者の気持ちを理解しろ。
（Ｃ）○○言不実行な人間は嫌いだ。
（Ｄ）『縦（３）』は○○や豚など、蹄（ひづめ）のある動物がかか

る伝染病です。
（Ｅ）「○○○○基地」移設問題で迷走する
（Ｆ）お弁当の定番「○○○食品」のミートボールは鳥肉をつかっ

ているらしい。
（G）「赤壁城」の別名があり、城の壁は白漆喰ではなく赤土がむき

出しになっていたと伝えられる岐阜県中津川市にあった城。
国の史跡に指定されている。「○○○城」

（H）「○○に交われば赤くなる」
（Ｉ）中国・北京市に所在する明清朝の旧王宮である歴史的建造物。

ユネスコの世界遺産（文化遺産）となっている。「○○○○○○」

　　　『カギ』の 4文字で、言葉を作ろう！

■応募方法締切

下記解答欄 4 マス及び社名、氏名、連絡先 TEL を記入の上、このページを 2014 年４月末日までに神奈川
県印刷工業組合  事務局へ FAX045-453-2383 にてお送り下さい。　（期日を過ぎると抽選対象外となります）
正解者の中から抽選で 10 名様に粗品を進呈いたします。当選者の発表は、景品の発送をもってかえさせて
頂きます。

頭の体操 ☆柔軟発想へ Go!!

解 答 欄 □ □ □ □
社　　　名

氏　　　名

連絡先 TEL

ヒント：美味しい




